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旅籠 Tabard の主人の「誓言」
―Chaucer 時代のロンドン市民 Herry Baillyの場合―
野　原　康　弘
はじめに
　バラク・オバマ氏が第44代アメリカ合衆国大統領に就任する式典をテレビ
でご覧になった方も多いはずである。
　その式典の中でも，就任演説前に行われる大統領就任宣誓は，左手を聖書
（今回はリンカーン大統領が宣誓の際に使った聖書を使用）の上に置き，右
手を挙げて，最高裁判所長官の述べる宣誓の言葉を復唱して，新しいアメリ
カ合衆国大統領の誕生となる厳かな宣誓儀式である。
　ところが，2009年１月20日当日，200万人以上が見つめる連邦議会議事堂
前での就任式で，最高裁判所長官であるジョン・ロバーツ氏は憲法で規定さ
れている宣誓文の副詞 (faithfully) の語順を間違え，オバマ氏に以下のよう
に復唱させてしまった。
(１)  I, Barack Hussein Obama, do solemnly swear that I will 
execute the office of President of1 the United States 
faithfully, and ...
　そのあとすぐに，ロバーツ最高裁判所長官の不手際が話題を呼び，「間違
えた宣誓は法的に有効か」とか「オバマ氏は本当に大統領になったのか」と
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の議論が浮上した。法律専門家は「有効」との見方が大勢だったが，念のた
め，翌日，副詞 faithfully を憲法で規定された正しい位置に戻し，21日，ホ
ワイトハウスで宣誓のやり直しだけを執り行うという異例の措置が取られ
た。
（朝日新聞：朝刊：2009年1月23日：p. ８）
　その大統領就任宣誓（The Oath of Office of the President of the United 
States）の正式の文では，ロバーツ長官が間違えた副詞 faithfully は，文末
ではなく will と execute の間に位置している。
全文は以下のとおりである。
(２)  I do solemnly swear that I will faithfully execute the Office 
of President of the United States, and will to the best of my 
ability, preserve, protect and defend the Constitution of the 
United States.
　たかが副詞の位置ではあるが，この裏には政治的な駆け引きがあるのかも
知れない。政治的立場の異なる二人（ロバーツ氏は共和党）の間には，実は
表に出ないわだかまりがあった。ブッシュ前大統領がロバーツ氏を最高裁判
所長官に指名した時，当時，民主党上院議員であったオバマ氏がその指名承
認に強く反対したことはよく知られている。大統領就任宣誓式以前に，両者
の間にこのような「確執」が生じていたわけで，今回のロバーツ最高裁判所
長官の大失態を単なる過失とみなすか，意図的な間違いとみなすか，政治的
な側面から見ていくと非常に興味深い。とりあえず，それらは政治評論家に
任せるとして，本論では「宣誓」に関連するものに注目してみたい。
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宣誓の種類
　‘Oath’ と呼ばれる「宣誓」には合衆国大統領就任宣誓のように「神など
に厳粛な誓いを立てる」神聖なものもあれば，法廷で裁判官が証言者に真実
を陳述することを尋ねる宣誓の正式な決まり文句などもある。
(３)  Do you swear to tell the truth, the whole truth, and nothing 
but truth?
(Random House English-Japanese Dictionary, s-z. p. 344)
　一方，上記のような厳粛で正式なものではなくて，極めて個人的なレベル
での宣誓もある。神の名や神聖なものを使って，誓いや約束を強調する場合
に使用され，これらは普通 ‘Swearing’「誓言」と呼ばれている。
(４) He swore by all the gods.
(Ibid. p. 344)
　中には，以下の例のように「強調のためだけで，ほとんど無意味に添えら
れたもの」も存在する。一般に Swearword と呼ばれているものである。 
’hell’ を使用したこの表現を例証してみる。
(５)  Hell, no! 
Get the hell out of here! 
Who the hell are you? 
I don’t know what the hell happened.
(Ibid., e ‒ l., p. 398)
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　この Swearword の中には，「怒りや呪いをあらわにして，罰当たりな言
葉を口にしたり，毒づいたり，罵ったりするような場合に使用される」もの
もある。
(６)  Damn it!  /  God damn! 
Go to the Devil! 
Blast! 
　これら短い誓言は本来 ‘curse or malediction’「呪詛」と呼ばれるもので，
感情を低俗な言葉で表現したもので，強意語の代わりとして使用されている。
　「呪詛」の中でも，上記の例よりもっと卑猥な語（ ‘Filthy Word’ or ‘Taboo 
words’ ）を使用した表現も存在する。McEnery はその著書 Swearing in 
English でこれらの言葉を，男女別，年齢別，階層別に分けて，細かく分析
している。そのデーター (p. 41) から一部を借用すると以下のような語が聞
き手のショックの強さで分類されている。ほとんどの語が意味を持たないか，
「ばか，くそったれ」などの汚い語である。
Very mild ：　god,  bloody,  idiot
Mild ：　pissed off,  arse,  shit
Moderate ：　bastard,  wanker,  piss off
Strong ：　fucking,  fuck,   fucked
Very strong ：　cunt
　上記の聞き手のショックの度合い別の語群から一つずつ抜き出した語につ
いて The Oxford English Dictionary（OED）で，その卑猥な意味やその意
味での使用開始年などを調べてみると，以下のようになっている。
　　　bloody :  In foul language, a vague epithet expressing anger, 
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resentment, detestation; but often a mere intensive. 
　この意味での初出年は1785年。
shit :  A coarse exclamation of annoyance or disgust. 
　 この意味での初出年は1915年。 
本来の ‘excrement’ の意味では1585年のものが初出。
bastard :  Used vulgarly as a term of abuse for a man or boy, and, 
with weakened force, as the equivalent of ‘fellow’, 
‘chap’. 
　この意味での初出年は1830年。
fuck :  Used profanely in imprecations and exclamations as the 
coarsest equivalent of DAMN. 
　この意味での初出年は1922年。
cunt :  Applied to a person, especially a woman, as a term of 
vulgar abuse. 
　この意味での初出年は1929年。
　以上のように，これらの語の「呪詛」としての使用は比較的新しく，取り
上げた語でもbloody が一番古く18世紀で，bastard が19世紀，残りは20世
紀である。
　McEnery の分析では，Mild の部に入れられていた arse に関して，ミュ
ージカル『マイ・フェア・レディ』の競馬の場面を思い起こす人もいるので
はないだろうか。20世紀初頭，競馬は上流社会の社交の場であった。そこに
ロンドンの下町生まれの花売り娘イライザが登場し，自分が賭けた馬 Dover 
に場所もわきまえずに大声で声援を送る。
(７) “Come on, Dover! Move your bloomin’ arse!”
（映画『マイ・フェア・レディ』より）
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　それを聞いた一人の淑女が気絶する，その場面である。もちろん，映画で
あるから多少大袈裟ではあるが，damned の意味 bloomin’ も，それに付加
された arse も上流階級の人々は日常，聞くことも話すこともなかったよう
な汚らわしい言葉だったのである。
　このような「汚い言葉」や「罵り語」や「卑猥な語」に対して，’God’ 
や ‘Saint’ （それらに関係する語）を使用した表現はかなり古くから存在し
ている。
　例えば，Chaucer や Shakespeare の作品には，「神にかけて」やそれに類
する表現が頻繁に使用されている。ここでは，14世紀の Chaucer の時代の
誓言を取り上げてみる。
「誓言」とは
１）誓言の定義　
　誓言とは，「ほんらい「神にかけて誓う」「神の照覧を乞う」ときの文句を
いうが，神にかけることは強い断言であることから，広く驚き・怒り・当惑
などの強い感情の表現となり，強意語（Intensive）としての用法も生じ，
さらにみだりに神の名を口にすることは神聖をけがすところから，「きたな
いことばを使う」の意を経て罵詈雑言の類をさすにいたっている」（『新英語
学辞典』 p. 906）と解説されているように，一種の強意表現と考えられる。「本
当に」，「絶対に」，「誓って」などの強意副詞の代わりに使用され，強意副詞
よりももっと強調している効果があるように思われる。
２）誓言は罪？
　Chaucer の The Canterbury Tales の中に次のような発話がある。
(８)  The Parson hem answered, “Benedicite! 
What eyleth the man, so synfully to swere?” 
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　　 教区牧師はそれに答えて，「なんということだ， 
罪深くも誓言をするとは。」
（The Epilogue of ‘The Man of Law's Tale', ll. 1170 ‒ 1171）
教区牧師は「誓言」を罪悪視していることが分かる。
　これが発話された背景には，以下のような前提があったからである。
　その The Canterbury Tales の中で，法律家（Man of Lawe）の Tale２）
が終わると，巡礼旅程の進行役である「旅籠の主人」は法律家の Tale が非
常にためになるものだったという感想を述べ始める。
(９)  Oure Hoost upon his stiropes stood anon, 
And seyde, “Goode men, herkeneth everych on! 
This was a thrifty tale for the nones!
(Ibid., ll. 1160 － 1162)
　そしてさらに，教区牧師に話しかけて，次の Tale を依頼している。
(10)  Sir Parisshe Prest,” quod he, “for Goddes bones, 
Telle us a tale, as was thi forward yore, 
I se well that ye lerned men in lore 
Can moche good, by Goddes dignitee!”
（Ibid., ll. 1163 ‒ 1169）
　旅籠の主人の依頼の中には，二つの誓言（「神様の遺骨にかけて」，「神様
の威厳にかけて」）が入っている。これに対して，教区牧師（Parson）がす
ぐにそれらの誓言を咎めている，という経過がある。
　この旅籠の主人と教区牧師のやり取りを十分に理解するには，少し寄り道
が必要である。この物語は良く知られているが，書かれた背景と登場人物を
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十分に解説しなければならないだろう。少々のご辛抱をお願いしたい。
この巡礼の背景
１）カンタベリー大聖堂への巡礼
　時は14世紀後半。季節は早春。暖かい西風（Zephirus > ModE Zephyrus）
が吹き始めた四月。やさしい雨がイングランドの大地を潤し，森の木々も若
芽をつける。元気な若い太陽が昇り，小鳥たちも歌いだし，自然は活気を取
り戻す。そんな陽気に誘われて，人々も遠い聖地を訪ねてみたいと思うよう
になる。
　特にイングランドでは，州（shire）の至るところからカンタベリー大聖
堂を目指して巡礼の旅に出かける。カンタベリー大聖堂へといっても，実際
は，病気になったときに，救ってくださった ‘the hooly blisful martir’ に
お礼参りをするために大聖堂へ旅立つのであるが。
(11)  And specially from every shires ende 
Of Engelond to Caunterbury they wende, 
The hooly blisful martir for to seke, 
That hem hath holpen whan that they were seeke.
（'The General Prologue', ll. 16 ‒ 18）
２）大聖堂内での殺人
　ここに出てくる ‘the hooly blisful martir’（気高くありがたき殉教者様）
とは，12世紀カンタベリー大司教 Archbishop の地位にあった Thomas a 
Becket（または単に Thomas Becket とも言われる）のことである。
　12世紀後半，イングランドとノルマンディーを支配していた国王，ヘンリ
ー２世は，もとフランス王妃エレナーとの結婚によりアキテーヌなどの領土
を獲得した。そのために，フランスの西半分以上の領土を手中に収め，その
旅籠 Tabard の主人の「誓言」
― 105 ―
権力と栄華をほしいままにしていた。
　そのヘンリー２世に請われてカンタベリー大司教の位に就いたのが 
Thomas a Becket である。しかし，Becket は後に，宗教上の問題でヘンリ
ー２世と大きく対立するようになってしまった。1170年，クリスマス直後の
12月28日，ヘンリー２世は，フランスから王の側近の騎士４人をイングラン
ドに送り込み，自分の命令に従うよう Becket を説き伏せようとした。
　そして４人の騎士たちは，その翌日の29日，黄昏時に，カンタベリー大聖
堂に到着した。これら４人の騎士たちは，あくまで王の命令を受け入れない 
Becket に剣を向けた。そして，こともあろうに，カンタベリー大聖堂内で，
Becket を殺害してしまったのである。
　その後，ヘンリー２世は，カンタベリー大司教の殺害を謝罪し，Becket 
は1173年に教皇により Saint Thomas a Becket として列聖された。カンタ
ベリー大聖堂の中に，Becket の廟（shrine）がつくられ，この廟に詣でる
巡礼が盛んになり，1538年，ヘンリー８世がこの廟を取り壊すまで続いた。
３）「仕切りたがる」旅籠の主人
　そんな Thomas a Becket 廟へ詣でてみようという信仰心が Geoffrey 
Chaucer にも急に頭をもたげ，さっそく旅支度に取り掛かかった。早朝に
ロ ン ド ン を 出 発 す る た め， 前 日， サ ザ ッ ク（Southwerk < ModE 
Southwark）にある Tabard という名前の旅籠（実在したと言われている）
に一晩泊まることにした。
　夕方になると，総勢30人ほどの集団がその宿に入ってきた。たまたま一緒
になった一行で，皆，やはり同じような信仰心をもって，聖人 Thomas a 
Becket の廟へ巡礼の旅に出かけようとする人たちだった。
　もちろん Chaucer も，この志を同じくする人たちとすぐに意気投合し，
一緒にカンタベリー大聖堂を目指すことになった。その晩の宿泊客たちは 
Tabard の主人から美味しいご馳走と上等のワインで手厚いもてなしを受け
た。この旅籠の主人もこの人たちを気に入り，自分も自腹を切ってこの巡礼
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の旅に同行することを決断した。この主人の心づもりは，この一行を，そし
てこの往復の旅程を「仕切る」ことであった。早速，この主人からこの一行
に次のような提案がなされた。
　「皆さん，よく聞いてください（以下に引用した788行目）」と巡礼たちに
呼びかけ，自分の計画を説明した（789行目から795行目まで）。「カンタベリ
ーまでの道中，そして帰りの道中を退屈なものにしないように，この巡礼に
参加した一行の一人ひとりが往路で二つ，復路で二つ，話しをしたらどうだ
ろうか」という主人のこの申し出を，一行も快く承諾した。
(12)  “Lordynges,” quod he, “now herkneth for the beste; 
But taak it nought, I prey yow, in desdeyn. 
This is the poynt, to speken short and pleyn, 
That ech of yow, to shorte with oure weye, 
In this viage shal telle tales tweye 
To Caunterbury-ward, I mene it so, 
And homward he shal tellen othere two, 
Of aventures that whilom han bifalle.
（‘The General Prologue', ll. 788 ‒ 795）
　この巡礼の旅を楽しくするために，道中の話が途切れることなく円滑に続
くように，旅籠の主人は進行係を自ら買ってでた。
(13)  And for to make yow the moore mury,  
I wol myselven goodly with yow ryde,  
Right at myn owene cost, and be youre byde;  
（Ibid., ll. 802 ‒ 805）
　このようにして思惑通り，この一行を統率する立場になった旅籠の主人は，
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その指導力を翌日，早朝から発揮する。日の出とともに一行をたたき起こし，
宿を出て，道中の最初の語り手を決めるために，「籤」まで用意していた。
こうして The Canterbury Tales が始まるのである。
４）Prologue の役割
　この The Canterbury Tales には，巡礼が語るそれぞれの Tale のほとん
どに，Prologue が用意されているが，一般的に使われている単なる 
Prologue と違って，独自の役目を果たしている。Prologue というと普通，
本文（ここでは Tale）の序文（または序詞）である。もちろん，その役目
も果たしているが，既に語り終えられた Tale の出来具合の概評なども次の 
Prologue で言及している。
　旅籠の主人は，一人の巡礼の Tale がひとつ終わるごとに，他の巡礼たち
にその Tale の感想を求め，また自分の批評もしっかりと述べている。この
役目を果たしているのがここでは Prologue である。普通，このような役目
を担うのは Epilogue であるが，Epilogue が付いている Tale は，‘The 
Man of Law's Tale’，‘The Merchant's Tale’と‘The Nun's Priest's Tale’
の三つだけである。
　語られた Tale の批評が終わると，旅籠の主人はさらに次の語り手を捜し
て他の巡礼と交渉する。その場面や，次の語り手との遣り取りを描いている
のも Prologue である。すなわち，この物語での Prologue は，各巡礼が語
る Tale のちょっとした「前置き」とは随分違うものになっている。そして
さらに，次の Tale の内容解説（本来の役目）も当然ながらなされている。
　しかしながら，Tale の中には，このような Prologue さえ持たないものも
ある。ただ，これは非常に少なく，‘The Knight's Tale’と‘The Physician's 
Tale’と‘The Shipman's Tale’の三つである。これらは，前置きがなく，
直接，Tale から始められている。
　また，Tale よりはるかに長い Prologue を持っているものもある。例えば，
「バースからこの巡礼に参加した女」の Prologue は，行数にして828行，参
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加した托鉢僧はあまりの長さに驚いて，次のように言葉をかける。
(14)  The Frere lough, whan he hadde herd al this; 
“Now dame,” quod he, “so have I joye or blis,  
This is a long preamble of a tale!”
The Prologue of Wife of Bath, ll. 829 ‒ 831.
　というのも，この Prologue は，彼女の Tale の行数（407行）の倍以上も
あるからである。
　Chaucer は，The General Prologue において，宿に到着した一行を一人
ひとりひそかに観察し，巡礼の人物なりを Chaucer なりに詳しく描写して
いる。しかし，この描写はChaucer の一方的な見方であり，客観性に欠け
ている。
　そのために，この Prologue （三つの Epilogue も含む）に多くの巡礼を登
場させ，進行役の旅籠の主人と他の巡礼者との遣り取りから，読者は巡礼た
ちの真の姿を客観的に，より生々しく描くことができるのである。このこと
により，ここでの Prologue や Epilogue が Tale と Tale の間の「単なる 
link （つなぎ）」だけにならないで，それ以上の重要な役割を果たすことにな
っているのである。
　実際，巡礼が語る Tale よりも，この Link での遣り取りの方がはるかに
面白いものもある。そしてこの遣り取りを面白くしているのが旅籠の主人で
ある。
５）巡礼たちの誓言
　そして，その Prologue や Epilogue で，旅籠の主人と話しかけられた巡
礼との遣り取りの中に何度も聞かれるのが，「～に誓って」とか「～にかけて」
という表現である。これらの表現は「誓言」と呼ばれるもので，その人物の
身分，教養，職業などによって異なる，と言われている。すなわち，
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Chaucer は，これらの「誓言」を読者に示すことによって，巡礼たちの人
物なりの判断を読者に委ね，より正確な人物像を描かせようとしたのである。
　ここから寄り道を元に戻すし，「誓言」に言及していく。
誓言をしない人たち
１）高貴な人たち
　誓言は，「罵り」や「呪詛」の表現方法でもあり，高貴な人たちや高い教
養のある人たちなどは普通，誓言をあまり使用しない傾向がある。
　 こ の The Canterbury Tales に 登 場 す る 巡 礼 の 中 に は，‘madame 
Eglentyne’ と呼ばれている尼僧がいた。尼僧といってもただの尼僧ではな
く，世話役として一人の尼僧と三人の僧をお供に従えた，女子修道院長 
(Prioresse) であった。彼女の立ち振る舞いはさすがに上品で，フランス語（と
いっても「ノルマン・フランス語 [Norman-French] 」で「パリのフランス
語 [Central French] 」ではないが）も上手に操る教養のある人物であった。
Chaucer は，この女子修道院長の気高さを表現するのに，「誓言」を絡めて
述べている。すなわち，「もし万が一，「誓言」が彼女の口からこぼれたとし
ても，せいぜい「聖ロイ様にかけて」というのが精一杯である」と。
(15) Hire gretteste ooth was but by Seinte Loy;
(‘The General Prologue', l. 120)
　Robinson (p. 654) によれば，Saint Loy (別名 Saint Eloi, Saint Eligius) 
は，かつて誓言することを最後まで拒否したことがある聖人で，この行はそ
の話に基づいて，この女子修道院長が誓言など絶対に口にしない高貴な家柄
の出の女性であることをほのめかしている。
　それでも ‘The Prologue of the Prioress's Tale’ で，この修道院長は天を
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仰いで何度も呼びかけは行っている。呼びかけている相手は，例えば「神」，
「聖母マリア」，｢殉教された聖人｣であり，さらに｢ユダヤ人に殺されたリン
カンの幼き Hugh 様（聖人としては認められていない）｣にまで及んでいる。
(16) “O Lord, oure Lord, thy name how merveillous
(‘The Prologue of the Prioress's Tale', l. 453)
(17) O mooder Mayde! o mayde Mooder free!
(Ibid.,l. 467)
(18) Lady, thy bountee, thy magnificence,
(Ibid., l. 474)
(19) O martir, sowed to virginitee,
(Ibid., l. 579)
(20) O grete God, that parfournest thy laude
(Ibid., l. 607)
(21)  O yonge Hugh of Lyncoln, slayn also 
With cursed Jewes, as it is notable,
(Ibid., ll. 684 - 685)
　しかし，実際，この女子修道院長は，彼女が語る Prologue においても，
また Tale においても一度も誓言はしていない。彼女のような高貴な家柄の
出である人は，誓言など無縁であるだろうが，他の高貴な出の人たちはどう
なのであろうか。
２）騎士の場合
　この巡礼の一行には二人の家来（騎士の息子である Squire と Yeoman）
をお供に従えた騎士も参加していた。騎士はその位が，貴族の爵位のその次
に位置するほど，高い身分である。当時の貴族の爵位を調べてみると，以下
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のような位階になる。
Duke（公爵）
Marquess（侯爵）
Earl（伯爵）
Viscount（子爵）
Baron（男爵）
Baronet（准男爵）
　Baronet までが貴族階級で，そのすぐ下に Knight が位置する。
　ただ，‘The General Prologue’ で最初に話しをする籤を引いてしまった
ときは，さすがの騎士も思わず「誓言」を発している。
(22)  He seyde, “Syn I shal bigynne the game, 
What, welcome be the cut, a Goddes name! （神のお名前にかけて） 
Now lat us ryde, and herkneth what I seye.”
(‘The General Prologue', ll. 833 ‒ 885)
　この巡礼の最初の語り手として，騎士自身が発した誓言らしきものといえ
ば，この ‘a Goddes name!’ だけである。Link の中で騎士は，Monk が語っ
ている「栄華を極めた人が没落していく悲劇」の Tale を途中で止めさせる。
(23)  “Hoo!” quod the Knyght, “good sire, namoore of this! 
That ye han seyd is right ynough, ywis, 
And muchel moore; for litel hevynesse 
Is right ynough to muche folk, I gesse, 
I seye for me, it is a greet disese, 
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Whereas men han been in greet welthe and ese, 
To heeren of hire sodeyn fal, allas!
(‘The Prologue of The Nun's Priest's Tale', ll. 2769 ‒ 2775)
　騎士は，（人が没落していく話しは）「もう結構」とか「まったく十分」と
か｢少しだけで良い｣とか「聞くに堪えない」とか「苦痛である」とか，怒り
をもって訴えているが，誓言らしきものはいっさいしていない。
　また，別のところでは，旅籠の主人と免罪符売りの口論を仲裁しているが，
誓言表現はまったく見られない。
(24)  I prey yow that ye kisse the Pardoner. 
And Pardoner, I prey thee, drawe thee neer.
(Ibid., ll. 965 ‒ 967)
　やはり，身分の高い人は，むやみに誓言などはしないと思われる。
　ところが，騎士が語った Tale 『パラモンとアルシーテ』（Palamoun and 
Arcite）の中には「誓言」がいくつか登場する。もちろん，Tale の中での「誓
言」であるから，騎士自身が直接発話したわけではないが，参考までにあげ
てみよう。
　この物語は，アテネの王 Theseus に囚われ，牢での生活を余儀なくされ
ているテーベ出身の Palamoun と Arcite。このいとこ同士の騎士は，こと
もあろうに Theseus 王の義理の妹 Emelye に同時に恋をしてしまう。その
若き二人の騎士，Palamoun と Arcite の恋の争奪を描いたものである。騎
士である Arcite とアテネ王である Theseus が発した誓言は以下のようなも
のである。
騎士 Arcite の誓言
(25)  For Goddes love, taak all in pacience　（神の愛にかけて）
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(‘The Knight's Tale', l. 1084)
(26)  “Nay,” quod Arcite, “in ernest, by my fey!　（真実にかけて） 
God helpe me so, me list ful yvele pleye.
(Ibid., ll. 1126 ‒ 1127)
(27)  And seyde thus: “By God that sit above,　（天におられる神
にかけて）
(Ibid., l. 1599)
アテネ王 Theseus の誓言
(28)  By myghty Mars, he shal anon be deed（勇猛な戦いの神マ
ルスにかけて）
(Ibid., l. 1708)
(29)  Ye shal be deed, by myghty Mars the rede!”（勇猛な戦いの
赤神マルスにかけて）
(Ibid., l. 1747)
(30)  Bihoold, for Goddes sake that sit above,　（天におられる神に
お願いして）
(Ibid., l. 1800)
　騎士の Tale の中での誓言は以上である。確かに誓言は登場するが，それ
ほど多くはないし，汚い言葉を使った誓言でもない。
　一方，騎士の息子，Squire も語り手として登場し，Tale（未完）を披露
する前に，進行役の旅籠の主人と言葉を交わしてはいるが，若者とはいえ，
さすがに高貴の出，誓言はまったくしていない。
３）止められた「誓言」
　例文(８)のところで解説したように，教区牧師に誓言を咎められる。「罪
深くも誓言をするとは」と咎められても，旅籠の主人は全く気にかけていな
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い様子で，また，新たな誓言をする。さらに，一行の一人，船長（Shipman）
も二人の会話に割って入って，彼も誓言を発するという有様である。
　ここに登場した教区牧師のような人々は，‘lollard’と呼ばれ，John Wyclif 
の教説を崇拝するグループである。彼らは誓言することを非難する態度
（Wyclif 自身は特別にその立場を取っていない）を表明している（Robinson, 
F. N. p. 697）。口を開けば誓言が飛び出すような旅籠の主人は彼らに盾をつ
くはずである。
　ところで，上と同じように「誓言する」のを止められている（咎められて
いるわけではないが）ことを思い起こすのは，Shakespeare の Romeo and 
Juliet のバルコニーの場面ではないだろうか。ロミオが「月にかけて」と誓
いをたてようとすると，ジュリエットは「月は形を変えるものだから」と言
って，ロミオが誓言をするのを即座にやめさせている。
(31)  Rom. Lady, by yonder blessed moon I vow, 
　That tips with silver all these fruit-tree tops̶
　　　　　 ジュリエット様，僕は宣言します，見渡すかぎり， 
樹々の梢を白銀色に染めているあの美しい月にかけて。
　　  Jul. O, swear not by the moon, th’ inconstant moon, 
　 That monthly changes in her circled orb, 
Lest that thy love prove likewise variable.
　　　　　 ああ，いけませんわ，月にかけて誓ったりなんぞ。 
一月ごとに，円い形を変えてゆく，あの不実な月， 
あんな風に，あなたの愛まで変わっては大事だわ。
　　 Rom. What shall I swear by ?
　　　　　では，何にかけて誓えばいいのです？
　　  Jul. 　　　　　　　　　　Do not swear at all; 
　 Or, if thou wilt, swear by thy gracious self, 
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Which is the god of my idolatry, 
And I’ll believe thee.
　　　　　 誓言など一切なさらないで。
　　　　　 でも，どうあってもと仰るのなら，ロミオ様御自身にか
けて，誓っていただきたいの。あなたこそは私の神様， 
あなたのお言葉なら信じるわ。
　　 Rom.　　　　　　　　　“If my heart’s dear love̶
　　　　　 もしも僕の心のこの思いが―
　　  Jul. Well, do not swear. Although I joy in thee, 
　I have no joy of contract to-night:
　　　　　 ああ，やっぱりおよしになって。お顔を見たのは嬉しいが， 
今夜のこの誓約には，ちっとも心が弾みませんの。
（Romeo and Juliet, Act Two, Scene II. ll. 107 ‒ 117）
（日本語訳：中野好夫『ロミオとジュリエット』p.73）
４）「誓言」の禁止
　上の例のように， Shakespeare の劇にも当然，多くの誓言が登場したと推
測はできる。実際，彼が亡くなる十数年前，An Act to Restrain Abuses of 
Players （「誓言禁止令」）というものが1606年に公布されている。恐らく，
Shakespeare や彼と同時代の劇作家たちの台詞の中の誓言を使用させない
ことが目的であったようである。ということは，それほど多くの誓言が日常
行われていたことを示している。
人物によって異なる誓言表現
　この一行には，尼僧修道院長の他に，騎士や騎士見習いなど身分の高い人
もいれば，修道士，托鉢僧，尼僧，免罪符売り，教区牧師など宗教関係の人
たちもいる。医者，法律家，オックスフォードの学生など教養の高い人たち
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もいる。さらに　料理人，商人，船乗りなど様々な職業の人々もいる。猥雑
な話をした粉屋や大工など教養のない人たちもいるし，バースからわざわざ
参加した女もいる。Chaucer が The General Prologue で「偶然一緒になっ
た一行」と説明していた通りである。
　ここで注目したいのは，Prologue や Epilogue で最も多く登場し，もっと
も多くしゃべり，もっとも多く「誓言」を発している人物，旅籠の主人であ
る。これからその人物なりを詳しく見ていくと，おそらく当時のもっとも典
型的な一般市民ではないだろうか。まず，その人物像から始めてみよう。
１）旅籠の主人の人物像
　The General Prologue において，泊まり客の巡礼たちだけでなく，
Chaucer は旅籠の主人の人物像も紹介している。
　まず，この主人が営んでいる Tabard という旅籠は立派なものだった。
(32)  The chambres and the stables weren wyde, 
and wel we weren esed ate beste. 
　　 （宿の部屋は広く，厩舎も広かった。 
さらにもてなし方も最高でした。）
（‘The General Prologue’, ll. 28 ‒ 29）
　Chaucer はこの旅籠の主人がよほど気に入ったとみえて，747行から750
行まで，そのもてなし振りを書いている。
(33)  Greet chiere made oure Hoost us everichon, 
　　（旅籠の主人は我々皆をとても気持ちよく歓迎し） 
And to the soper sette he us anon. 
　　（すぐに夕食の席につけるよう用意してくれた） 
He served us with vitaile at the beste; 
　　（とびっきりのご馳走でもてなしてくれた） 
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Strong was the wyn, and wel to drynke us leste. 
　　（ワインも強い上等のもので，遅くまで）
（Ibid., ll. 747 ‒ 750）
　このように立派で客扱いもうまい旅籠の主人ともなれば，その地域ではそ
れなりの地位を持ったなかなかの人物だと思われる。
(34)  A semely man Oure Hooste was withalle 
For to han been a marchal in an halle. 
　　（この主人は大広間でのもてなしの席に 
　　 ふさわしい人物であった。） 
A large man he was with eyen stepe ‒ 
　　（体格の良い男で，鋭い目をしていた。） 
A fairer burgeys is ther noon in Chepe ‒ 
　　（チープサイド [当時ロンドンの繁華街] 界隈では羽振り 
　　 の良い市民で） 
Blood of his speche, and wys, and wel ytaught, 
　　（話し方にも熱がこもっていて，賢く，教養も十分あった。） 
And of manhood hym lakkede right naught. 
　　（男らしさについても何ひとつ申し分なかった。） 
Eek therto he was right a myrie man,  
　　（そして本当に楽しい男だった。）
（Ibid., ll. 751 ‒ 757）
　さらに，4358行では，巡礼の一人でこの主人と面識のある料理人によって，
この主人の名前 Herry Bailly （現代英語のスペリングで表記すれば，Harry 
Bailey）が明かされる。Bailey という姓は，イギリスの姓の上位50傑の中に
入っている（木村正史，p. 183）。
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(35)  And therefore, Herry Bailly, by thy faith, 
Be thou nat wroth, er we departen heer, 
Though that my tale be of an hostileer.
（‘The Cook's Prologue',. ll. 4358 ‒ 4360）
　Robinson, F. N. (p. 668) は当時，Southwark に Henri Bayliff という旅籠
の主人が実在していたという確かな証拠があることを提示し，おそらく同一
人物であると考えている。
　Henry と Harry の関係は，以下のような変化で生じた。
Haimirich (ドイツ語) > Henricus (ラテン語化) > Henri (フランス語化)
フランス語化された Henri がイングランドに渡り，-n 音が脱落し，
Herry に変化し，さらに，そのHerry が最終的に Harry に変化し，こ
れが好まれた。(木村正史，p. 150)
旅籠の主人 Herry Bailly の誓言
１）‘The General Prologue’ において
　この General Prologue は，Chaucer がこの旅籠で一緒になった巡礼の人
物像を語るように紹介しているものなので，言葉を挟んでいる人はほとんど
いない。
　しかし，761行以降は，この旅籠の主人が登場し，その行から喋り始め，
841行まで喋り続けるのである。
(36)  For by my trouthe, if that I shal not lye, （私の忠誠心にかけて） 
I saught that this yeer so myrie a compaignye 
Atones in this herberwe as is now.
(ll. 763 ‒ 765)
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　Trouthe は ModE troth（忠実，誠実，真実）ことで，この語を使用した
誓言は多用されている。
(37)  To-morwe, whan ye riden by the wey, 
Now, by my fader soule that is deed, 
But ye be myrie, I wol yeve yow myn heed!
(ll. 780 ‒ 782)
‘by my fader soule that is deed’ はそのままであれば，｢(旅籠の主人の)亡
くなった父の魂にかけて｣となるのであろうが，この fader はおそらく「キリ
スト」のことである。キリストに関係する語を使った誓言は一般の市民には
好まれていたとみえて，次の粉屋の Prologue でも同じような誓言に出会う。
(38)  “By Goddes soule,” quod he, “that wol nat I; 
For I wol speke, or elles go my wey.”
（‘The Miller's Prologue', ll. 3132 - 3133）
　したがって，(37) の例の ‘fader soule’ と (38) の例の ‘Goddes soule’ 
は同じ意味の表現ではないかと思われる。
２）‘The Miller's Prologue' において
　粉屋と旅籠の主人，さらには大工との遣り取りで，粉屋は５回，それもさ
まざまな表現で誓言をおこなっている。キリストの身体を切り刻み，ばらば
らにして，「腕」や「血」や「骨」などを使用しての誓言で，あまり好まれ
ていない誓言である。
(39)  By armes  
by blood and bones  
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By Goddess soule  
by my soun  
for the oxen in my plough  
for Goddes love
　粉屋と大工の言い争いに圧倒されたのか，彼らと距離を置きたかった（同
じ種類の人間とみなされたくなかった）のか，旅籠の主人は珍しく沈黙して
いる。
３）The Reeve's Prologue において
　粉屋の「大工を散々こけにした Tale 」に怒り狂った大工が喋りまくる 
Prologue。主人は口こそはさんではいるが，ここでも誓言は聞かれない。粉
屋や大工とはよほど相性が悪いとみえる。
４）The Cook's Prologue において
　ここではもう一人旅籠の主人の苦手とする人物が登場する。互いにそれぞ
れの名前まで知っている旧知の仲（？）。ある意味で商売敵の「料理人」で
ある。主人はこの料理人が巡礼をする人たちにどんなにあくどい商売をして
いるかを暴露するが，料理人の方も負けてはいない。「旅籠の主人にまつわ
る Tale で仕返しをするから」と公言したために，旅籠の主人は沈黙。(35) 
の例で一つはすでに出てきたが，料理人はこの短い Prologue で３回誓言を
している（for Cristes passion,  by my fey,  by thy feith ）。
５）The wordes of the Hoost to the compaignye において
　料理人の Tale が中途で終わった（未完）のに気を良くしたのか，久々に
誓言を口にしている。
(40)  Now, for the love of God and of Seint John,　（神と聖ヨハネ
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の愛にかけて） 
Leseth no tyme, as ferforth as ye may.
(ll. 18 ‒ 19)
　主人のこの誓言は，神や聖人を使ってはいるが，粉屋や大工とは違った綺
麗な誓言である。
６）The Epilogue of ‘The Man of Law's Tale’ において
　この Epilogue での旅籠の主人の最初の二つの誓言については，例文(10)
ですでに言及しているので，ここでは残りの誓言について述べることにする。
(41)  “Now! goode men,” quod oure Hoste, “herkeneth me; 
Abydeth, for Goddes digne passioun,　（神の尊き受難にかけて） 
For we schal han a predication; 
This Lollere heer wil prechen us somewhat.”
 (ll. 1174 ‒ 1177)
　この主人の誓言に対して，船乗りは “by my fader soule（神の魂に誓っ
て）” と誓言を使用して返答している。
７）The Friar's Prologue において
　ここでは，托鉢僧と法廷召喚人，さらに旅籠の主人が話しをしているが，
誓言についていえば，托鉢僧は on Goddes name と，法廷召喚人は By God 
と，それぞれ誓言をしているが，主人の誓言はない。
８）The Clerk's Prologue において
　托鉢僧の Tale が終わり，旅籠の主人は，オックスフォードの神学生に次
の Tale の依頼をしている。
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(42)  For Goddes sake, as beth of better cheere! 
It is no tyme for to studien here. 
Tell us some myrie tale, by youre fey!
(ll. 7 ‒ 9)
　最初の For Goddes sake という誓言は人に依頼をするときの典型的な誓
言（「お願いだから」とか「後生だから」）である。現代英語でも，for God's 
sake とか for Christ's sake とか for heaven's sake などの形でよく使用され
ている。
　後の by youre fey は，料理人の誓言にも見られたものであるが，fey は 
ModE faith と同じで「あなたの誠実さにかけて」，すなわち「本当に」を意
味する誓言で，現代英語でも「誓って，本当に」の意味で by one's faith と
か on one's faith という形で使用されている。
９）Bihoold the murye words of the Hoost において
　ここは，Clerk の Epilogue のようなもので，旅籠の主人が Clerk の Tale 
を褒め称えている。
(43)  This worth Clerk, whan ended was his tale, 
Oure Hooste seyde, and swoor, “By Goddes bones,
 （神の遺骨にかけて）
　　 me were levere than a barel ale 
My wyf at hoom had herd this legende ones!
(ll. 1212 ‒ 1215)
　　　　（ この Tale はエールのひと樽よりもすばらしかった。 
家にいる女房にこの話を一度聞かせてやりたいもんだ。）
　「神の遺骨にかけて」，すなわち，「本当に，まったく」という強調を意図
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する誓言である。
10）Epilogue to ‘The Merchant's Tale’ において
(44)  “Ey! Goddes mercy! seyde oure Hooste tho, 
“Now swich a wyf I pray God kepe me fro!
(ll. 2419 ‒ 2420)
　「神の語慈悲（ご加護）がありますように」という誓言であるが，ここで
は驚きや恐怖を表すのに使用されて，「ああ，いやだ，いやだ」の意味。
11）The wordes of the Hoost to the Phisicien and the Pardonour において
(45)  Oure Hooste gan to swere as he were wood; 
“Harrow!” quod he, “by nayles and by blood!
(ll. 287 ‒ 288)
　この誓言はよく使用されるなじみのものであるが，正確に言えば，‘by 
the nails of the Cross and the blood of Christ’ である（Robinson, 728）。
　次に同じ聖人（スペリングは少し違うが）を使用した誓言を旅籠の主人が
口にするが，このような聖人は存在しない。
(46)  So moot I theen, thou art a proper man, 
And lyk a prelate, by Seint Ronyan!
(ll. 309 ‒ 310)
(47)  “Tell us som myrthe or japes right anon.” 
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“It shal be doon,” quod he, “by Seint Ronyon!
(ll. 319 ‒ 320)
　この聖人に関して，Kirkham & Allen (p. 18) も Spearing (p.77) も聖人
の名前としては mysterious であるとしている。ただ単に韻を踏むために使
用されたか，あるいは旅籠の主人が聖人の名前を間違えた(良くあることだ
が)か，のどちらかである。おそらく後者だと思われる。
　次はラテン語 corpus（body の意味）が入った誓言であるが，当時，よく
使用されていた誓言である。
(48)  By corpus bones! but I have tracle, 
Or elles a draughte of moyste and corny ale, 
Or but I here anon a myrie tale. 
Myn herte is lost for pitee of this mayde.
(ll. 314 ‒ 317)
12）‘The Pardoner's Tale' において
　この Tale には Epilogue がないので，その Tale の最後の部分で旅籠の主
人と免罪符売りが言い争いをしている。
(49)  But, by the croys which that Seint Eleyne fond, 
I wolde I hadde thy coillons in myn hond 
In stide of relikes or of seintuarie.
(Ibid., ll. 951 ‒ 953)
　Seint Eleyne とは，Saint Helen のことである。別名 the mother of 
Constantine the Great と呼ばれ，キリストが磔にされた真の十字架を発見
したといわれている聖人である（Kirkham & Allen (p. 62) & Spearing (p. 
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91) ）。ここでは聖人の名前を正確に使用している。
13） Bihoold the murie wordes of the Hoost to the Shipman and to the 
lady Prioresse において
　旅籠の主人が得意とする（？）ラテン語入りの誓言。
(50)  “Wel seyd, by corpus dominus,” quod oure Hoost.
(l. 435)
　しかし，このラテン語 ‘corpus dominus’ の dominus は domini になるべ
きで，旅籠の主人はまたまた間違えている（例文（46），例文（47））。
　Dennan (p.44) は，この主人は，「言葉の誤用」で有名な Mrs Malaprop（R. 
B. Sheridan の劇 The Rivals に登場する年老いた婦人）と非常に良く似た
人物設定であると指摘している。
　しかし，この誓言は，‘the body of the Lord' （「神のお体にかけて」）の意
味で当時はよく使用されていたらしい（Robinson, F, N. p. 734）。
　次に登場する誓言は，またまた聖人を使ったものである。
(51)  The monk putte in the mannes hood an ape, 
And in his wyves eek, by Seint Austyn!
(ll. 440 ‒ 441)
　この聖人は Saint Augustine のことで，ローマの修道士であった彼は，６
世紀末，イングランドに初めてキリスト教をもたらした，イングランドでは
古くから良く知られた人物である。
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14）Here the Hoost stynteth Chaucer of his Tale of Thopas において
(52)  “Namoore of this, for Goddes dignitee,”（神の尊厳にかけて） 
Quod oure Hooste, “for thou makest me 
So wery of thy verray lewednesse
(ll. 918 ‒ 920)
(53)  “By God,” quod he, “for plenly, at a word, 
Thy drasty rymyng is nat worth a toord!
(ll. 929 ‒ 930)
(54)  “Gladly,” quod I, “by Goddes sweete pyne!　
(l. 936)
　この pyne は misery や suffering のことで，例文(41) の passioun と同
じと考えられる。
15）The Prologue of ‘The Monk's Tale’ において
(55)  Oure Hooste seyde, “As I am feithful man, 
And by that precious corpus Madrian, 
I hadde levere than a barel ale 
That Goddelief, my wyf, hadde herd this tale!
(ll. 1891 ‒ 1894)
　Madrian は St. Mathurin のことだろうと Robinson (p. 745) は推測して
いるが，旅籠の主人のまたまた間違い（blunders）の可能性が高い。
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(56)  By Goddes bones! whan I bete my knaves, 
She bryngeth me forth the grete clobbed staves,
(ll. 1897 ‒ 1898)
　以下の例文(56)(57)(58) は「真実にかけて」という同じ内容の誓言である。
(57)  Al be it that I dar nat hire withstonde, 
For she is byg in armes, by my faith; 
That shal he fynde that hire mysdooth or seith,
(ll. 1920 ‒ 1922)
(58)  But, by my trouthe, I knowe nat youre name. 
Wher shal I calle yow my lord daun John, 
Or daun Thomas, or elles daun Albon? 
Of What hous be ye, by youre fader kyn?
(ll. 1928 ‒ 1930)
　この kyn は「親族」であるが，fader を神と考えると，神の近しい人に
なる。
(59)  Thou art nat lyk a penant or a goost: 
Upon my faith, thou art som officer, 
Som worthy sexteyn, or som celerer,
(ll. 1934 ‒ 1936)
　この主人の会話の中にもう一つ誓言（‘By corpus bones’ l. 1906 ）が出て
くるが，それは主人の女房が発したことになっている。
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16）The Prologue of ‘The Nun's Priest's Tale’ において
(60)  “Ye,” quod oure Hooste, “ by seint Poules belle! 
Ye seye right sooth; this Monk he clappeth lowed.
(ll. 2280 ‒ 2281)
　ここに登場する St. Paul Cathedral は，中世時代のロンドンの中心地にあ
り，ロンドン自体が今よりはるかに小さい町だったので，その鐘の音はロン
ドン中に聞こえていて，旅籠の主人も毎日聞いていた（Coote, p. 101）。
　次の誓言は，非常に一般的な誓言である。
(61)  Swich talking is nat worth a boterflye, 
For therinne is ther no desport ne game, 
wherefore, sire Monk, or Piers by youre name, 
I pray yow hertely telle us somwhat elles;
(ll. 2290 ‒ 2293)
　次に登場するのは，神様を別の言い方で表現したものである。
(62)  For sikerly, nere clynkyng of youre belles, 
That on youre bridel hange on every side, 
By hevene kyng, that for us alle dyde, 
I sholde er this han fallen doun for sleep,
(ll. 2294 ‒ 2297)
17）Epilogue to ‘The Nun's Priest's Tale’ において
　例文（58）と同じ誓言が登場している。
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(63)  This was a murie tale of Chauntecleer. 
But by my trouthe, if thou were seculer, 
Thou woldest ben a trede-foul aright.
(ll. 3449 ‒ 3451)
18）The Manciple's Prologue において
(64)  And to the Manciple thane spak oure Hoost: 
“By cause drynke hath dominacioun 
Upon this man, by my savacioun,  
I trowe he lewedly wolde telle his tale.
(ll. 56 ‒ 59)
　この savacioun は salvation のことで，「罪から私を救ってくださる神に
かけて」という意味であろう。
19）The Parson's Prologue において
(65)  For, trewely, me thynketh by thy cheere 
Thou sholdest knytte up wel a greet mateere. 
Tell us a fable anon, for cokes bones!”
(ll. 27 ‒ 29)
　この ‘for cokes bones’ （そのままでは「鶏の骨にかけて」となるが）は，
'a corruption of the oath “for Goddes bones” （「神の遺骨にかけて」の堕落
した表現）である。The Manciple's Prologue でも登場している。（Robinson, 
F. N. p. 763 & p. 765）
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おわりに
　以上，Chaucer が，14世紀のロンドン市民の典型であるとみなしていた
旅籠の主人が口にした「誓言」を追跡してきた。教会関係者と同じように，
神の名前を使用してみたり，聖人の名前を使用したりしている。中には，神
の体の一部 bones まで使用している誓言もあった。といっても，神への冒
涜に当たるようなものもなかったし，現代英語に見られるような卑猥で汚い
誓言もなかった。
　おそらく，高貴な人たちや宗教関係者を除けば，当時の一般の人たちにと
って，誓言は日常茶飯事に行われており，誓言をすることが大騒ぎするほど
のこともなかったのであろう。というよりむしろ，誓言を口にすることを楽
しんでいたように思われる。旅籠の主人の誓言をみてくるとそう思われるの
である。
　もちろん，Shakespeare の時代には誓言禁止令が出るほど誓言が横行して
きたと推測できる。このように禁止令が出ると，誓言への風当たりが強くな
り，時代とともに，「誓言＝悪いこと」という方向へ勝手に引きずられた感
がある。
　冒頭の「大統領就任宣誓文」に話を戻し，その｢宣誓文｣の副詞（句）をこの
旅籠の主人が使用しているような「誓言」に置き換えて宣誓したとしたらど
うだろうか。やはりショッキングな宣誓文になるのだろうか？
　　　I do swear by my fader soule that is deed that I will execute the 
Office of President of the United States by Goddes digne passioun, and 
will for cokes bones, preserve, protect and defend the Constitution of the 
United States.
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注
１) 正式な文という観点からすると，ロバーツ長官はもう一つ間違いを犯している。
ゴシックで示した of に注目してほしい。もちろん，of で正しいのだが，ロバー
ツ長官は，最初は以下のように of のところを to と発話し，オバマ氏に復唱さ
せようとしたのである。
I, Barack Hussein Obama, do solemnly swear that I will execute 
the Office of President to the United States faithfully, and ...
　ただオバマ氏は正式の of に直しているからそれほど問題にならなかったが。
２) この論文には「物語」や「話」がいろいろ登場するので，巡礼一人ひとりによ
って道中語られる「物語」をここでは Tale と表記している。
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